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地震から命を守る



地震によって被害の姿は大きく異なる
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（出典）内閣府「平成23年版防災白書」

（出典）「神戸市内における焼死統計」（兵庫県監察医,平成7年）

（出典）日本地震工学会「『日本地震工学会論文集vol4,Sep,2004）』
関東地震による被害要因別死者数の推定,諸井孝文、武村雅之」
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地震とは何か
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地震とは

（地震学では）
揺れをおこす原因
を「地震」と言う。

地面の揺れは
「地震動」
（じしんどう）

では、ここで何が起きているのでしょうか？

地震：揺れを引き起こす原因

地震：地面の揺れ
（→地震動）

地震
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地震とは

地震は地下の岩盤がずれ動くこと（断層運動）

断層のずれにより、写真中央の道路が寸断している（当時
撮影）（本巣市）写真撮影：小藤文次郎氏

根尾谷断層の様子が見られる（本巣市 地震断層観察
館・体験館） 写真提供：本巣市教育委員会

明治24年（1891年）の濃尾地震で地表に生じた段差
⇒根尾谷断層
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地震とは

【出典】気象庁パンフレット「地震と津波」より

太平洋プレート

ユーラシアプレート

インド・オーストラリア
プレート

南極プレート

アフリカプレート
南米プレート

アラビア
プレート

北米プレート

ココス
プレート

ナスカ
プレート

フィリピン海
プレート

・地球の表面は、巨大な板状の岩盤（プレート）でおおわれている。
・それぞれが色々な方向に動いており、プレートどうしが接する付近では、大きな力がかかる。
→その力に耐えきれなくなった時に、岩盤が動く（地震が発生）
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地震とは

日本付近の拡大図

日本付近は複数のプレートが接しており、大きな力がかかっている。

地球の断面イメージ
【出典】気象庁HP>ホーム >知識・解説 >地震発生のしくみ
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震度１以上 1,964回
震度５弱以上 15回

１年間の地震の発生回数
（2022年）
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日本は世界有数の地震多発地帯

震度１以上を観測した地震 気象庁が決めたすべての地震
１９６４ ２９万以上

２０２２年１月１日～１２月３１日
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9図：地震調査研究推進本部ホームページより

どんなタイプの地震が起きるの？
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断層の動き
はじめの
ところが
「震源」

（震源は地下。
地震は地下で起こる！）
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震源と断層（よく聞く震源って何？）

【出典】地震調査研究推進本部ホームページより
（文字を一部改編）

震源

断層

震央

震源域
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東北地方太平洋沖地震（M９）を例に見てみると...

近地地震波形による
震源過程解析（気象庁技術報告） 11

地震の大きさとは（断層の大きさ、動いた量）

東北地方太平洋沖地震で動いた
断層の大きさと動いた量（推定）

（気象庁技術報告）

震源
岩盤の破壊が

始まったところ

震度分布図（気象庁震度データベース検索より）

岩盤の破壊は点ではなく、
広がりを持っている
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マグニチュードと断層の大きさイメージ
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地震の大きさとは（断層の大きさ、動いた量）

【出典】地震調査研究推進本部ホームページより
https://www.static.jishin.go.jp/resource/figure/figure005042.jpg
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津波とは何か

普通の波とはどう違う？
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①地震が発生し、海底が動く
②上にある海水が同じ形で動く＝津波の発生
③周囲に伝わって行く

地震が発生
（岩盤がずれ動く）

海底が動く

津波が広がる

津波は海面から海底までの水が塊で動く

14

津波発生のしくみ
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うちわであおぐ
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普通の波と津波の違い

ビニールプール

普通の波

津波

ビニール
プール

ビニールプールを下か
ら突き上げるイメージ
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普通の波（波浪）

津波

波長が短い

波長が長い
16

普通の波と津波の違い（イメージ図）
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ものすごく
速い！

人より
速い！

少しずつ、
遅くなってくるけど・・・

17

津波の速さ
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遠くでは
低くても

ものすごく
高い！

少しずつ、
高くなってきて・・・

陸に近づくほどおそい。
後の津波が追いつく。
波が高くなります

18

津波の高さ
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地震・津波情報について

気象庁が発表する情報
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地震が発生すると・・・・・

緊急地震速報！

各地の震度は？

津波は来るのか？

地震のマグニチュードは？

観測データを収集・分析して、情報を発表します
携帯電話、テレビやラジオ、気象庁ホームページ等
で情報を伝えます

地震発生と様々な防災情報の発表
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地震・津波観測から防災気象情報の発表まで

緊急地震速報

津波警報等

地震情報

南海トラフ地震臨時情報

処理・通信システム
○観測データの収集
○緊急地震速報の作成・発表

気象庁職員による24時間監視体制
○観測データのチェック、解析
○津波警報・注意報の作成、発表
○地震情報、津波情報等の作成、発表

地震活動等総合監視システム

解析・予測 情報

観
測
デ
ー
タ

⇒地震津波情報の発表（本庁／大阪）

沖合の津波観測施設
海底津波計 GPS波浪計

地震観測網

震度観測網

●気象庁 303箇所

●気象庁 671箇所

●他機関・自治体
約3700箇所

●他機関・自治体
約1500箇所

●気象庁 6箇所

●他機関 約230箇所

ひずみ観測網

●気象庁 37箇所

●他機関14箇所

沿岸の潮位観測施設

●気象庁 75箇所

●他機関・自治体等
約100箇所

観測

情
報
発
表
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情報発表の流れ

長周期地震動に関する観測情報

地震発生！

数秒～
数十秒

１分半

約５分

約３分

津波
観測
以降

約10分

約15分

緊急地震速報

震度速報

震源・震度情報

推計震度分布図

津波警報・注意報

津波観測に関する情報 等
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揺れの程度を表す
↓

地震発生、
揺れたあと
の情報

震度

23

揺れの情報
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● 気象庁 671地点
■ 地方公共団体 2,904地点
▲ 防災科学技術研究所 797地点

計 4,372地点

24

地震情報に活用している震度観測点

全市区町村に一つ以上

防災対応に活用
・防災対応職員の参集
・被害状況の推定
・安否情報としての利用
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緊急地震速報
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情報発表の流れ

長周期地震動に関する観測情報

地震発生！

数秒～
数十秒

１分半

約５分

約３分

津波
観測
以降

約10分

約15分

緊急地震速報

震度速報

震源・震度情報

推計震度分布図

津波警報・注意報

津波観測に関する情報 等
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地震の規模（マグニチュード）、震源からの距
離、地盤の揺れやすさを計算して震度を予測

※  地震を検知してから発表する情報なので、「地震予知」ではない
※  強い揺れがくるまでの時間は、数秒～数十秒

27

緊急地震速報の原理
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専用受信端末、スマホ（アプリ）、PC
等（民間の配信事業者等が提供）

主に列車や機器の制御等に活用
高度な利用を行う事業者向け

人が強い揺れから身を守るために活用
広く一般向け

震度５弱以上を予想

（震度４以上の地域に発表）

※１地点のみの観測では発表しない

または

長周期地震動階級３以上を予想

（長周期地震動階級３以上の地域に発表）

テレビ、ラジオ、携帯電話・スマホ（緊急
速報メール）、防災行政無線

震源地（震央位置）、強い揺れが予想され
る地域など

入
手
方
法

発
表
基
準

内
容
・
特
徴

「警報」 「予報」

マグニチュード３．５以上を推定

震度３以上を予想

※１地点のみの観測でも発表する

または

長周期地震動階級１以上を予想

震源地（震央位置）、地震の規模、予測
震度、長周期地震動階級、強い揺れの到達
予想時刻など

緊急地震速報

28

気象庁が発表する緊急地震速報（警報と予報）
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緊急地震速報の特性や限界

◎強い揺れまでの時間はわずかしかない

・緊急地震速報を発表してから強い揺れが到達するまでの時間は、数秒から長く
ても数十秒程度
・内陸の浅い場所で地震が発生した場合などにおいて、緊急地震速報が強い揺れ
の到達に間に合わないことがある

◎予想震度には±１階級程度の誤差がある

・少ない観測点での短時間の観測データから地震の規模や震源を推定し、各地の
震度等を予想するため、予想震度は±１階級程度の誤差を伴う
・予想の誤差により、緊急地震速報の発表基準を満たさず、緊急地震速報が発表
できない場合がある
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緊急地震速報を見聞きしたら

気象庁「緊急地震速報」リーフレットより

緊急地震速報を受けてから揺れがくるまでの時間は
数秒～数十秒程度！
速やかに身を守る行動をとる必要がある

 訓練に参加し、対応行動を身につける
 家具類の固定など、普段からの備えが重要

対応行動は
「あわてず、まず身の安全を」
その時の状況に応じて、適切に対応する
（具体的な対応については左図を参考に）
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地震の規模に関する特徴（①地震の規模と地震動周期との関係）

一般的にマグニチュードの大きい地震ほど強い長周期が励起
地震波の伝播に関する特徴（②地震動周期の伝播特性）

周期が長いほど遠くまで伝わる（減衰しにくい）

→ 台風の際のうねり等と同様に波の一般的な特性

場所に関する特徴（③地震基盤上の堆積層の影響）

堆積層で増幅される

【まとめ】 長周期地震動は……

・規模の大きな地震で発生
・遠くまで伝わりやすい

・三大都市圏など堆積層の厚い平野で増幅

長周期地震動の特徴
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高層ビル
免震建物
長大吊橋
大型貯蔵タンク など

32

長周期地震動の影響を受けやすい建築物とは？
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●新宿の29階建高層ビル

2F

24F

●高層ビルにいた人の体験談
とにかく横揺れがひどく、行ったり来た

り、
海の中で揺れている感じがした。

大きな横揺れが続いて、すごく怖
かった。ビルが倒れるかと思った。

震度4でも全く違う揺れだった。ビル全
体がすごく揺れて気持ち悪くなった。

スライド式書架がぶつかる音が響いて、
怖くて目をつぶっていた。

・東北地方太平洋沖地震時における長周期地震動による揺れの

実態調査を行った結果東京や大阪のビルで このような体験を
した方が多数

・発表された震度ではイメージしにくい揺れ

2011年東北地方太平洋沖地震における
東京都内の高層ビル内の様子
（工学院大学提供）

コピー機が移動した。

33

東北地方太平洋沖地震で…
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R5.2.1よ
り、長周期地
震動階級３以
上で緊急地震
速報（警報）
を発表！

34

長周期地震動階級とは
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これまで通り、あわてず、
まず身を守る行動を
とってください。

R5.2.1より、長周期地震動階級が緊急地震速
報の発表基準に追加されましたが

大きな揺れへ備えることに、違いはないから。
大きな揺れまでの猶予時間は短いから。

35

緊急地震速報を見聞きしたら？
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「安全スペース」を作っておきましょう！

36

日頃からの備え
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津波警報・注意報
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情報発表の流れ

長周期地震動に関する観測情報

地震発生！

数秒～
数十秒

１分半

約５分

約３分

津波
観測
以降

約10分

約15分

緊急地震速報

震度速報

震源・震度情報

推計震度分布図

津波警報・注意報

津波観測に関する情報 等
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地震発生後、約３分で大津波警報、津波警報、津波注意報を発表

39

39

津波警報・注意報等
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巨大地震のときの津波警報

巨大地震のときの、
津波警報は？
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•マグニチュード８を超える巨大地震が発生し、地震
の規模を即時に決定できないと判断した場合

「巨大」「高い」とお知らせします
これは非常事態！

東日本大震災のような津波が来ると思って直ちに避難！ ！

津波警報・注意報等

非常事態だということをいち早く伝える
ために



地震発生後３分程度

M8を超える巨大地震
が発生し、地震規模を
即時に決定できなかっ
た場合、南海トラフで
の最大想定で「巨
大」、「高い」の表現
で警報を発表します。

「巨大」「高い」 は非常事態！
東日本大震災のような津波が来ると思って直ちに避難！ ！

42

南海トラフ地震では…
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津波の予想は
どのように行うのか？
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地震発生

津波警報等発表

何とかしな
いと！

コンピューターシミュレーション
（コンピュータで計算）

地震発生場所、大きさな
どをもとに

（課題１）
直後は海底の変動状況不明
（初期値不明）

（課題２）
シミュレーション計算に時間
がかかる

44

津波の予想における課題
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対処

震源の位置
地震の規模（マグニチュード）
断層種類（第１報は傾斜45度の逆断層）

震源
（ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.0）

大津波警報

津波注意報

津波警報

オホーツク海沿岸

北海道

日本海沿岸北部

宮城県

岩手県

青森県

太平洋沿岸陸奥湾
青森県

日本海沿岸

北海道

太平洋沿岸中部

北海道

太平洋沿岸東部

北海道

太平洋沿岸西部

北海道

日本海沿岸南部

秋田県

山形県

津波警報・注意報発表

予想される津波の最大波の高さに応じて

津
波
予
測
結
果

地震発生

津波
データベース

課題２への対処
津波データベース

（断層の動きを仮定）

課題１への対処
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津波発生時に注意していただきたいこと

•局所的には予想される津波の最大波の高さより高くなる
場合がある。

•津波の到達予想時刻より遅れて到達する場合がある。

•沿岸に近い地震の場合、津波警報・注意報の発表が津波
の到達に間に合わない場合がある。

•津波は繰り返し襲ってくる。解除されるまでは安全な場
所から離れない！海や川に近づかない！

これは津波フラッグです！
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海岸で揺れを感じたら、津波警報等が発表されたら、すぐ
に高台などへ避難する
より「高いところ」を目指して逃げる

揺れを感じなくてもテレビ・ラ
ジオなどで津波警報の発表を知
った時は、ただちに避難する

津波はくり返し襲ってくるので
警報、注意報が解除されるまで
気をゆるめない

津波の標識

47

津波から身を守るために
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津波警報・注意報はさまざまな手段で伝えます
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津波フラッグ
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津波フラッグの取組の背景
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津波警報等※が発表されたこと

をお知らせ

令和2年(2020年）6月24日から

開始

※津波警報等…大津波警報、津波警報、津波注意報

（公財）日本ライフセービング協会提供
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津波フラッグ

津波フラッグは、主に船舶間の通信に用いられ、「貴船の進路に危険あり」を意味
する国際信号旗である「U旗」と同様のデザインとしています。U旗は、海外では海
からの緊急避難を知らせる旗として多く用いられています。ただし、U旗は、他の国
際信号旗と組み合わせることによって、別の意味になることがあります。
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情報発表の流れ

長周期地震動に関する観測情報

地震発生！

数秒～
数十秒

１分半

約５分

約３分

津波
観測
以降

約10分

約15分

緊急地震速報

震度速報

震源・震度情報

推計震度分布図

津波警報・注意報

津波観測に関する情報 等
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震源・震度に関する情報
発表基準：(次のいずれかを満たした場合)

•震度３以上
•津波警報・注意報発表または若干の海面変動
が予想される場合

•緊急地震速報（警報）を発表した場合

地震発生約５分後に、地震の発
生場所（震源）やその規模（マ
グニチュード）、震度３以上の地
域名と市町村毎の観測した震度
を発表。 時間経過と共に詳細な
情報を発表

震度３以上を観測した地域名

各地の震度に関する情報
発表基準：震度１以上

地震発生約５分後に、観測点
（市町村毎）での震度１以上の
揺れを把握する。 時間経過と共
に詳細な情報を発表

気象庁ホームページ上では、「各地の震度
に関する情報」とあわせて発表しています。

クリックすると情
報文 市区町村ごとの観測された震度（震度3以上）

観測点ごとの震度（震度1以上）

震源・震度情報
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さて、今年は・・・
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Japan Meteorological Agency大正関東地震の概要

日時：1923年9月1日11時58分
震源：神奈川県西部、深さ23km
規模：マグニチュード7.9
震度：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県で震度６（当時の階級）

被害：死者・行方不明者10万5千人余（うち焼死が約9割）
多くの火災が起きて被害が拡大。津波、土砂災害なども発生

（理科年表より）

◀東京駅前の焼け跡
日本橋方面

横浜海岸の焼け跡▶
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・住家全潰率（ぜんかいりつ）は、神奈川県や房総半島南部の一部地域な
どでは全潰率30%以上。震度７に達した可能性が高いとされてい
る。
・都心部においても震度７に達した地域があったと推定されてい
る。

左図出典：諸井孝文・武村雅之（2002）：関東地震（1923年9月1日）による木造住家被害データの整理と震度分布の推定．日本地震工学会論文集, 2
（3）, 35-71.
右図出典：内閣府,首都直下のＭ７クラスの地震及び相模トラフ沿いのＭ８クラスの地震等に関する図表集（内閣府防災情報のページへのリンク）

【市区町村別の住家全潰率（ぜんかいりつ）と、全潰率から推定される震度の分布】
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・大正関東地震は、震源域が相模湾内にあったため、三浦半島から
伊豆半島東岸に高さ数ｍ以上の津波をもたらした。
・早いところでは地震後５分程度で津波が襲来し、津波の高さは静
岡県の熱海で12ｍ、房総半島の相浜で9.3ｍ。

（内閣府,災害教訓の継承に関する専門調査会報告書 平成18年7月1923 関東大震災より）

▼伊東海岸津波の跡

元禄地震と関東地震による津波の高さ
内閣府,災害教訓の継承に関する専門調査会報告書 平成18年7月1923 関東大震災より
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・本震発生後、24時間以内にM7.0を超える大きな地震が２回発
生。
・大きな地震が発生した場合には、その後引き続いて発生する地震
にも注意する必要がある。

右図：本震発生から約30日の間に
発生した地震

（マグニチュード4.5以上）
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・関東南部の山地や台地では、地震によって地すべり、土石流などの
土砂災害が多数発生。地震が主な原因だが、前日の降雨も大きな理
由。

（内閣府,災害教訓の継承に関する専門調査会報告書 平成18年7月1923 関東大震災より）

・列車が海へ転落してしまうような土石流被害も発生。
（神奈川県小田原市：根府川駅列車転落事故）

・土石流が河道をせき止めて湖ができるなど、地形を大きく変化させ
てしまうほどの規模の土砂災害も発生。

神奈川県秦野市と中井町にまたがる震生湖（しんせいこ）

震生湖（2022年11月撮影）

▲片浦村米神の土石流末端
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・９月１日午前中、時々少雨があった。
（金沢の西海上に台風があり、秩父付近に副低気圧が発生した影

響）

・午後は天気が回復し雨は降らなかった。
（副低気圧は不明瞭となり、台風は三陸海岸へ進んだ）

・台風の後面には前線があったとみられ、夕方～夜に関東地方を通
過。通過するまでは南風、通過後は西～北風と風向が急変。

・地震発生時は昼食時で、火を使っていた家庭が多かったため、多
くの家々から出火した。また、当日は、台風の響で強風が吹いて
いたため、火はまたたく間に広がり、下町の大半が消失する大火
となった。

・当時東京市街地の４割が火災によって被害を受けたと言われてい
る。死者・行方不明者約10万5千人のうち 87.1％火災で亡く
なった。

・中央気象台（元衛町、現：千代田区）の気温（正式な観測値）は
火災により得られなかったが、測器の記録は大幅に上昇。２日は
じめには45℃以上にまで達した。

「関東大震災調査報告 気象編」（藤原咲平,1924）による

上図出典：中央気象台, 関東大震災調査報告. 気象篇（藤原咲平）
下図出典：内閣府,災害教訓の継承に関する専門調査会報告書 平成18年7月 1923 関東大震災
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首都直下地震について
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Japan Meteorological Agency関東地方で起きる地震の特徴

陸のプレート
（北米プレート）

①地殻内の浅い地震

②フィリピン海プレートと陸のプレートの境界の地震

③フィリピン海プレート内の地震

④フィリピン海プレートと太平洋プレートの境界の地震

⑤太平洋プレート内の地震

⑥フィリピン海プレート・陸のプレートと

太平洋プレートの境界の地震
首都直下地震対策検討ワーキンググループ（中央防災会議,2013）より
一部改変

63

南関東地域の地下は、プレートの沈み込み方が複雑となっており、
地震の発生の仕方もさまざま。これらの地震の発生様式は、以下の
とおりに分類されている。
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首都直下地震とは

• 首都およびその周辺地域の直下に震源域を持つ地震

（１）M７クラスの地震

（２）フィリピン海プレートと陸のプレート（北米プレート）の境界

（相模トラフ沿い）で発生する海溝型のM８クラスの地震

• 国が被害想定などを検討した会議においては、これらを総
称して「首都直下地震」と呼んでいる。

※一般的に「直下型地震」は、都市部などの直下で発生する地震で、大きな被害をもたらすも
のを指すことが多いようですが、その発生メカニズムは多様であるため、特別の性質を持った
地震の一種として定義される地震はありません。
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首都直下地震について

（１）Ｍ７クラスの地震
• 地震調査委員会によると、南関東地域でＭ７クラスの地震が発生
する確率は30年間で70パーセント程度と推定されている。

• 南関東地域で発生する地震の様式は極めて多様。

• （被害を想定するため）発生しうるＭ７クラスの地震は、
地震の発生場所に基づいて６タイプ19地震（※）に分類されている。

※震度分布や被害を推定・検討す
るために想定されたものであ
り、これらの地域以外で大きな
地震が発生する可能性もあるこ
とに注意が必要。
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首都直下地震について

出典：内閣府,首都直下のＭ７クラスの地震及び相模トラフ沿いのＭ８クラスの地震等に関する図表集

（１）Ｍ７クラスの地震
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首都直下地震について

（１）Ｍ７クラスの地震

出典：中央防災会議（平成26年1月17日）資料４-１

被害想定
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東京都の新たな被害想定～首都直下地震等による東京の被害想定～
令和４（2022）年５月25日東京都防災会議より
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Japan Meteorological Agency首都直下地震について

東京都の新たな被害想定～首都直下地震等による東京の被害想定～
令和４（2022）年５月25日東京都防災会議より
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東京都の新たな被害想定～首都直下地震等による東京の被害想定～
令和４（2022）年５月25日東京都防災会議より
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東京都の新たな被害想定
～首都直下地震等による東
京の被害想定～
令和４（2022）年５月25日
東京都防災会議より
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Japan Meteorological Agency首都直下地震について

東京都の新たな被害想定～首都直下地震等による東京の被害想定～
令和４（2022）年５月25日東京都防災会議より

感震ブレーカー等の設置による電気出火の防
止や初期消火成功率の向上等で減少する。
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大規模地震発生時には、火災が同時に多くの場所で発生するおそれがあるため、消
防力が不足することで消火活動が困難な状態となり、住宅密集地などでは大規模な火
災につながる危険性が高くなります。

また、近年の大規模な地震発生時においては、電気に起因する火災が多く発生して
います。2011年３月11日に発生した東日本大震災における本震の揺れによる火災で
は、原因の特定されたもののうち過半数が電気に起因したものでした。

地震火災について

消防の動き ‘ 20 年 12 月号 より
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地震に伴い、大規模かつ長時間に及ぶ停電が発生しており、停電からの復旧後の再通
電時に出火する、いわゆる「通電火災」の発生が懸念されています。

このような「通電火災」が発生した場合、住民が避難所などへ避難しており、出火時
の初期消火が行えないといったおそれがあります。

具体的に想定される「通電火災」のメカニズムにつては次のとおりです。

・転倒した家具の下敷きになり損傷した配線などに再通電し、発熱発火する。
・落下したカーテンや洗濯物といった可燃物がヒーターに接触した状態で再通電し、着
火する
・転倒したヒーターや照明器具（白熱灯など）が可燃物に接触した状態で再通電し、着
火する

通電火災について

消防の動き ‘ 20 年 12 月号 より
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地震火災を防ぐ主なチェックポイント

事前の対策
・住まいの耐震性を確保する
・家具等の転倒防止対策（固定）を行う
・感震ブレーカーを設置する
・ストーブ等の暖房機器の周辺は整理整頓し、可燃物を近くに置かない
・ 住宅用消火器等を設置し、使用方法について確認する
・ 住宅用火災警報器（連動型住宅用火災警報器などの付加的な機能を併せ持つ機器を設
置する

地震直後の行動
・停電中は電化製品のスイッチを切るとともに、電源プラグをコンセントから抜く
・石油ストーブやファンヒーターからの油漏れの有無を確認する
・避難するときはブレーカーを落とす

電気やガスの復旧、避難からもどったら（地震後しばらくして）
✓ ガス機器、電化製品及び石油器具の使用を再開するときは、機器に破損がないこ
と、近くに燃えやすいものがないことを確認する
✓ 再通電後は、しばらく電化製品に煙やにおいなどの異常がないか注意を払う

消防の動き ‘ 20 年 12 月号 より
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首都直下地震について

南関東で発生した地震（1600年以降、M>6.0以上）

出典：内閣府,首都直下のＭ７クラスの地震及び相模トラフ沿いのＭ８クラスの地震等に関する図表集（内閣府防災情報のページへのリンク）を編集
※本図は2013年に公表されたものです。

（２）海溝型（相模トラフ沿い）のＭ８クラスの地震
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おわりに
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Japan Meteorological Agency事前の備え

■命を守るために
家屋耐震化、家具・家電の固定、感震ブレーカー等の出火・延焼

を防ぐ防火対策

■避難するために（地域を知る）
避難所・避難経路確認、地域の危険度把握

■情報を入手するために
携帯電話・スマートフォン（充電器）、携帯ラジオなどの準備

■コミュニケーション
家族の集合場所・安否確認方法の確認（災害用伝言ダ

イヤル・災害用伝言版）、防災訓練への参加

■生き抜くために
非常用持ち出し品と備蓄品の備え
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■まずは強い揺れから身を守る
・揺れを感じたり、緊急地震速報を見聞きした時は

第一に身の安全を確保する。

・「落ちてこない、倒れてこない、移動してこない」

場所に移動する。

・幼児や高齢者、障害者の行動をサポート

■高層階での注意点
・高層階では揺れが数分間続く

・大きくゆっくりとした揺れにより、家具類

が転倒・落下、大きく移動する。
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Japan Meteorological Agency揺れが収まってからの行動

私だけは大丈夫だと思わない（正常化の偏見）
■津波からの避難

津波注意報→海から上がって海岸から離れて。

津波警報・大津波警報→高台などへ避難。

■落ち着いて火の元確認、初期消火
ブレーカーを落とす ガスの元栓を閉める

■窓や戸を開け出口を確保
■転倒・落下した家具類やガラスの

破片等に注意
■窓ガラスや看板が落下するので

慌てて外に飛び出さない
■ブロック塀等には近寄らない
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Japan Meteorological Agency地震後の行動

■避難は避難場所だけとは限らない
自宅が安全な場合は在宅避難

■正しい情報の入手と適切な行動
テレビ・ラジオ、スマートフォン（含む充電器）

等により,気象台や行政等から生活情報、地震情報な
どを入手

■地域での助け合い
自宅安全確認、近隣の安否確認、救出・救護活動

■引き続く地震活動への注意

■復旧・復興、生活再建
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